
  

原木安定供給に向けた今後の対応について 

林 務 部  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

④ 主伐・再造林の推進に不可欠な担い手の確保 

・就業希望者と求人事業者のマッチングにより

多様な担い手を確保し、他産業との兼業や短期

雇用などの「多様な働き方」の定着を促進 

・若者の就業意欲を高める取組に加え、新卒者の

林業就業を促進 

【R5.11月補正予算：未利用材等活用システム構築支援事業】 
・川上、川中、川下までの関係者が連携し、持続的な木質資源の新たな活用システムとして 
信頼関係のあるサプライチェーンを構築する取組に対して支援 

・予算額（案）：60,500千円（財源：新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金） 

① バイオマス用材（Ｃ、Ｄ材）の安定的な  

供給 

・全木集材などＤ材生産につながる架線系搬出

システムに係る架線の架設・撤去に対する支

援 

・Ｃ、Ｄ材を効率的に運搬するために必要な中間

土場設置に対する支援や、チップ化に必要な

機械類等のレンタル支援 

【現状と課題】 

①薪・ペレット・チップなどの熱利用や発電所の燃料等材（Ｃ、Ｄ材）の旺盛な需要に対し、供給が追い付

いていない。一方、山には未利用のＣ、Ｄ材が多く残されており供給に対応できるポテンシャルはある。 

②Ｃ、Ｄ材は製材用材等（Ａ、Ｂ材）の増加に伴って出てくることから、Ａ、Ｂ材の需要確保が重要 

③Ｃ、Ｄ材を求める需要者側が主体性をもってサプライチェーンを構築することで、山側においても 

Ｃ、Ｄ材を資源化・商品化する意欲が高まる。 

④主伐・再造林に向けた担い手の確保が求められる。 

【取組の方向性】 

需要者(川下)と供給者(川上、川中)の信頼関係に基づく木材の安定的な供給体制を構築することにより、

Ａ材からＤ材まで木材まるごとの資源化・商品化が進み、併せて主伐・再造林の効率化によって森林所有者

に利益が還元され、発電を含むバイオマスエネルギー需要に見合った原木が確保されるよう取り組む。 

② 製材用材等（Ａ、Ｂ材）の安定的な需要と 

供給の確保 

・信州ウッドコーディネーターによる水平連携

体制の形成と、川上から川下まで顔の見える供

給体制の形成に向けた調整・支援 

・県産材の生産性向上に向けた、生産から加工、

流通に係る施設整備等の支援 

・今後、需要が見込める非住宅分野の木造化・木

質化における県産材利用を推進 

③ 安定的で強固な木材利用･供給の仕組みづくり 

・生産者と需要者の信頼関係、顔の見える関係性

の構築を目指し、川上、川中、川下の関係者が

連携して構築する新たな活用システムに対し、

その運用に必要な経費を支援 

R6当初予算（予定）により対応 

原木安定供給等検討チームによる検討結果を踏まえ 

今後の対応（４本柱） 








